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研究論文

Web閲覧と連動したアンビエントな家電操作方式の提案

渡部 智樹1,a) 青木 良輔1 小林 透1 小林 稔1 一色 正男2

受付日 2011年12月16日,採録日 2012年4月13日

概要：ユーザに負担をかけることなく，好みや状況に応じた家電制御を可能とするアンビエントな家電操
作環境の実現を目指している．このような環境の実現にあたっては， 1©様々な家電をユーザの負担がなく
操作でき，ユーザの操作履歴からユーザの好みや状況を把握する方法と， 2©好みや状況に応じたさりげな
い家電操作をレコメンドする方法の確立が必要である．本論文では， 2©を実現する手段として，Webペー
ジの閲覧内容に応じた「家電操作タグ」をWebページに重畳させることで，ユーザにさりげないレコメン
ドと簡易な家電操作を実現する家電操作方式を提案する．プロトタイプとして，Webページにその閲覧内
容と関連した TV番組の視聴あるいは予約を促す家電操作タグを重畳させ，簡易な操作で実行するシステ
ムを開発した．これにより提案方式は，従来の意識的な個々の家電操作と比較して，ユーザに負担をかけ
ないという観点で優れていると確認できた．
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Abstract: We aim at a realization of the Ambient household appliance operating environment. It does not
make a user feel loads and enables household appliance control according to liking or a situation. In order
to realize this environment, we need two methods. One is how to control various household appliances ap-
propriately and the other is how to operate a household appliance easily according to liking or a situation.
In this paper, we propose “Tags Layer” system which realizes casual recommendation and simple operation.

Keywords: household appliance control, Web, overlay, recommendation, remote control

1. はじめに

近年，家電機器の高機能化が加速している．特に TVや

HDDレコーダにおいては，2011年 7月の地上デジタル放

送への完全移行により，番組の録画予約機能や他の機器と

の連携など，便利な機能が提供されるようになった．その

1 日本電信電話株式会社 NTT サイバーソリューション研究所
NTT Cyber Solutions Laboratories, NTT Corporation,
Yokosuka, Kanagawa 239–0847, Japan

2 神奈川工科大学
Kanagawa Institute of Technology, Atsugi, Kanagawa 243–
0292, Japan

a) watanabe.tomoki@lab.ntt.co.jp

一方で，操作手順は次第に複雑になってきており，誰でも

これらの機能を使いこなせるような状況にはない．また，

少子高齢化時代を迎え，比率が高くなりつつある高齢者に

とってはさらに難しく，一部のユーザしか便利な機能を使

いこなせていない．

そこで著者らは，ユーザの好みや周囲の状況を判断し，

ユーザの操作負担を軽減する，アンビエントな家電操作環

境の実現を目指している．この実現にあたっては， 1©身の
回りにある任意の家電機器を負担なく制御し，家電の利用

状況からユーザの好みや状況を把握する方法， 2©把握した
状況に応じてユーザが所望する操作をレコメンドとして提

示する方法の確立が必要である．
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本論文では， 2©を実現する手段として，Webページの

閲覧内容に応じた「家電操作タグ」をWebページに重畳

させることで，ユーザにさりげないレコメンドと簡易な家

電操作を実現する家電操作方式を提案する．

具体的な構成としては，一般家庭に急速に普及してきて

いるタブレット端末と， 1©の家電制御を実現する「リモコ
ン信号プロキシ [6], [7]（以降，「RCプロキシ」）」を利用す

る．タブレット端末は，ノート PCなどと比較して可搬性

が良く，また操作が直感的で分かりやすいというメリット

がある．そのため，昨今では幅広い年齢層に浸透してきて

おり，今後の普及が期待されている．このタブレット端末

のブラウザにおいて，閲覧している情報に対し誘発される

と思われる家電操作を推定し，その操作実行が可能な家電

操作タグをそのWebページに重畳させて表示する．この

ように提案方式は，家電機器の新たな利用手段を提供し，

タブレット端末の利用者拡大と相まって広く市場に導入さ

れることが期待できる．

また，提案方式のプロトタイプを開発し，実現可能であ

ることを示す．具体的には，閲覧しているWebページに

ユーザが登録した TV番組名があると，TVでの視聴を促

す家電操作タグを重畳させて表示し，部屋にある TV の

チャンネルをその番組に合わせる，といった動作を実現す

る．さらに，このプロトタイプを用いた実験を行い，提案

方式が，従来の意識的な家電操作と比較して，ユーザに負

担をかけないという観点で優れていることを示す．

以下，2章では関連研究をあげ，従来技術の課題を明ら

かにする．3章では提案する方式を述べ，4章では開発し

たプロトタイプ，5章ではそれを用いた実験と考察につい

て述べ，6章でまとめる．

2. 関連技術

家電を操作する方法として，大きく，何らかの機器を利

用する場合と，何ら特別な機器を利用しない場合に分けら

れる．機器を利用する場合は，専用リモコンを利用する場

合と，スマートフォンなど汎用の端末を利用する場合に分

けられる．汎用の端末を用いる場合は，端末から直接家電

を操作する場合と，中継装置を用いて家電を操作する場合

がある．

専用リモコンを利用する場合，たとえば，家電機器ごと

にリモコンがあると，数が増えて散らかったり，リモコン

が紛失しやすかったりするため，ユニバーサルリモコンを

使うことで複数のリモコン機能を 1つにまとめることがで

きる．しかし，家電によって異なる操作を，モードを切り

替えて 1つのボタンで操作させるため，ボタンの形状や名

称が一致していない場合があり，使い勝手が悪い．

汎用の端末を利用して家電を直接操作する場合，その

多くは，家電機器の操作を行う独自のアプリケーション

や独自のネットワークサービスを各メーカが提供してい

る [1], [3], [4]．物理的には 1つの端末内で複数の家電を操

作できるようになるが，使いたい機器に応じてアプリケー

ションを切り替える必要があり煩わしい．また，すべての

家電メーカからすべての機種に対応するアプリケーション

が提供されているわけではないため，すでに設置してある

任意の家電を使えない．

汎用の端末から中継装置を利用して家電を操作する場合，

身の回りの多くの家電で使われている赤外線方式によるリ

モコンに対応させるものがある．たとえば，Nakamuraら

の研究 [2]では，Web-APIを備えた IrRC（infrared remote

controller）装置を使って，Webからのアセシビリティを

向上しようとする研究が行われている．このような赤外線

を中継する装置を利用すれば，Webから任意のリモコン操

作が可能となり有効である．しかしながら，家電操作を目

的としたアプリケーションや専用のWebページを利用し

なければならないとすると，現在使っている画面を切り替

える必要があり，使い勝手が良くない．

特別な機器を利用しない場合として，手を使わずに音声

を使った方法がある．たとえば，榊原らの研究 [5]では音

声認識を用いて操作コマンドを実行する研究が，内田らの

研究 [8]では自由な発声内容を理解し，家電操作を行う研

究が報告されている．これらの研究によれば，家電の状態

やユーザの意図を理解し操作することができるが，操作の

ためにユーザが能動的に発声しなければならない．

以上に述べたように従来技術では，家電を操作するため

に画面を切り替えたり，またユーザが操作のために能動的

な行動をおこさなければならなかったりするという課題が

あった．

3. 提案する家電操作方式

3.1 タグレイヤ重畳方式

ユーザから能動的に操作を始めるのではなく，受動的に

操作のレコメンドを受け，簡易に家電を操作できる方法に

ついて，著者らは図 1 に示すタグレイヤ重畳方式を提案

する．

この方式は，タブレット端末に表示されているWebブ

ラウザの上に「タグレイヤ」と呼ぶレイヤを重畳させ，こ

のタグレイヤに「家電操作タグ」と呼ぶ家電操作のための

タグを配置することが特徴である．

図 1 タグレイヤ重畳方式

Fig. 1 The method of overlapping with “Tags Layer”.
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タグレイヤは，ユーザの好みや周囲の状況に応じて家電

操作タグの配置や表示方法を制御し，閲覧しているWeb

ページの情報に応じてユーザに気づきを与える．そして，

ユーザがその情報を見て通常リモコンで行うと予測される

操作を，家電操作タグのタッチ操作により実行できるよう

に構成する．タグレイヤを用いることで，画面を切り替え

ることなく家電を操作することが可能で，同じWebペー

ジを閲覧していても，ユーザごとにカスタマイズされた操

作のレコメンドの提示が可能となる．

このような方式を提案するに至った背景について述べ

る．リビングでタブレット端末を使っているとき，家電を

操作したくなることが多々ある．たとえば，インターネッ

ト検索やブログで知った新番組の情報から HDDレコーダ

の番組予約を行う，Twitterでサッカー中継が生放送され

ていることを知り TVのチャンネルを合わせる，膨大に録

画した番組の中からニュースで話題になっている未視聴の

番組を再生する，といったような場面である．

このように，自宅でもタブレット端末を利用する機会が

増えると，ブラウザで閲覧しているWebページで知りえ

た情報をきっかけに家電操作を行う機会がますます増えて

くる．しかも，オススメ番組が紹介されているような自分

専用のWebページではなく，誰もが同じように閲覧する

Webページから知りうる機会が多くなると考えられる．

そこで，任意のWebページを閲覧している中でユーザ

が興味を持つ情報があったらすぐに家電を操作できるよう

にすれば，簡易で即時性が高く，また人間が操作するより

もミスの少ない操作が可能であると考えた．

なお，タグレイヤ重畳方式は TVや HDDレコーダ，照

明，エアコンなど，多様な家電機器への適用が可能である

が，本論文では TV番組の視聴あるいは録画予約を行うた

めの TVと HDDレコーダの操作にフォーカスし，その実

現性について論じることとする．

3.2 設計指針

タグレイヤ重畳方式を実現するための設計指針を示す．

( 1 ) ユーザが興味を持つ TV番組を抽出し，操作のレコメ

ンドが与えられること

( 2 ) 閲覧していたWebページの表現に影響を与えずに，家

電操作タグが表示できること

( 3 ) 家電操作タグを使ってWeb経由で既存の家電を操作

できること

まず ( 1 )について説明する．ユーザ専用のWebページ

であればお勧めする内容にそって番組を表示することがで

きるが，提案方式では万人に共通した一般のWebページ

も対象としているため，そのWebページの中から番組名

を探し，それを見て興味があるかどうかを判断しなければ

ならない．そして，もし興味があれば，その TV番組をす

ぐに TVで視聴したくなったり，HDDレコーダに予約し

たくなったりするであろう．そこで，ユーザにとって興味

のある TV番組名を閲覧中のWebページから自動的に検

索し，その傍にこれらの操作が可能な家電操作タグを表示

するといった操作のレコメンドを行う．

( 2 )は家電操作タグの表示の方法に関する指針である．

一般のWebページの中に家電操作タグを挿入して表示す

ると，元々のレイアウトが崩れ，読みにくくなる可能性が

ある．そこで，元のWebページに重畳させて家電操作タグ

を表示する方法を検討する．重畳させることにより，元の

Webページを変えずに表示しておくことができるが，家電

操作タグが多すぎたり大きすぎたりすると，元のWebペー

ジが隠されてしまい見えにくくなってしまう．よって，家

電操作タグの数やサイズに関して適切に制御する重畳方式

にしなければならない．

一方，タグレイヤ重畳方式を利用するために，既存の家

電機器を買い替えるのは現実的ではない．そのため，( 3 )

では既存の家電に広く利用されている赤外線を用いてリモ

コン操作する手段の採用をあげる．

次節では，これらの設計指針を満たすアーキテクチャに

ついて述べる．

3.3 アーキテクチャ

本節では前節で述べた設計指針に基づくタグレイヤ重畳

方式のアーキテクチャを示す（図 2）．それぞれの設計指

針は，(1)操作レコメンド処理部，(2)タグレイヤ処理部，

(3)家電操作処理部に対応した構成になっている．

(1)，(2)については，興味を持っている TV番組という

プライバシに関わる情報を扱うため，個人が所有するタブ

レット端末のWebブラウザ上で動作するアドオンにより

実行する．(3)については，操作対象としている家電機器

図 2 タグレイヤ重畳方式のアーキテクチャ

Fig. 2 The architecture of “Tags Layer”.
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に確実にリモコン信号が届くように，タブレット端末から

のリモコン操作の指示を中継させる構成とした．また，リ

モコン信号のデータについては，柔軟なデータの追加拡張

が可能なように，インターネット上に共有のリモコン信号

管理サーバを設置し，そこから各家庭に設置されている家

電のリモコン信号データを取得し，リモコン信号 DBに格

納することとした．

ユーザが興味を持っている TV番組は上述のとおりアド

オン内で処理するが，リモコン操作をするために放送チャ

ンネルや放送時間に関する番組情報が必要である．この番

組情報はインターネット上ですでに提供されているサービ

スとの連携を前提とする．これにより，システム構築の効

率性を高めた．

全体の動作としては，

• Webブラウザのアドオンで取得したWebページの中

からユーザが興味を持っている TV番組名を検索し，

その番組情報を取得する．

• 番組情報を埋め込んだ家電操作タグの数や配置を制御
してWebページに重畳表示する．

• 家電操作タグのタッチ操作により受信した番組情報を
もとにリモコン信号を選択し赤外線信号を送出する．

という流れとなる．各処理部における詳細な処理内容につ

いて次節で述べる．

3.4 システム設計

前節で述べたアーキテクチャの実装にあたっての前提条

件とポイントとなる処理の実現方法について述べる．

まずシステム構築の前提として，ユーザ嗜好 DBと番組

DBは事前にデータが格納されているものとする．すなわ

ち，ユーザ嗜好 DBにはユーザが興味を持っている TV番

組名とその興味度を事前にユーザごとに登録してもらう．

番組 DBは，外部にある番組情報提供サーバから提供され

る番組表を基に，番組情報の各要素（TV番組名，放送局

のチャンネル番号，番組開始日時，番組終了日時）をバッ

チ処理により抽出し格納しておく．また，家電操作処理部

では，操作対象とする TVや HDDレコーダのメーカおよ

び機種をユーザに選択してもらい，リモコン信号管理サー

バから該当するリモコン信号をリモコン信号 DBに登録し

ておく．

以下では，各処理部の実現方法を述べる．

(1)操作レコメンド処理部

Webブラウザで読み込んだWebページをブラウザのア

ドオンで取得する（図 2 の 1-1）．そのWebページの中か

らユーザ嗜好DBに登録されているTV番組名（テキスト）

をキーワードマッチングにより検索する．その TV番組名

の位置に家電操作タグを重畳できるように，固有の IDを

付けたダミーのHTMLタグを挿入しマーキングする（図 2

の 1-2）．一方，家電操作に必要なチャンネル番号などの番

組情報を，その TV番組名をキーとして番組 DBから取得

する．そして，上述の固有の IDと合わせて番組情報を家

電操作タグ DBに記録する（図 2 の 1-3）．

(2)タグレイヤ処理部

タグレイヤは CSS（Cascading Style Sheets）と DOM

（Document Object Model）を使って家電操作タグの表示

位置，数，順序に関わる表示を制御する（図 2 の 2-1）．表

示する位置は，操作レコメンド処理部で挿入したダミーの

HTMLタグを DOMにより参照し，TV番組名にかぶさら

ないようにあらかじめ定めた方向にずらして重畳させる．

次に，家電操作タグを表示する TV番組名とその順番を

決定する．まず家電操作タグ DBに登録されている TV番

組名が家電操作タグの表示候補となる．しかしWebペー

ジの全体がWebブラウザに表示されていない状況におい

ては，表示されている領域の中の TV番組名に表示候補を

絞り込む．そして，表示候補となった TV番組名のうち，

ユーザの興味度の高いものから順に，あらかじめ指定した

同時表示数分の TV番組名を選択し，それに対し家電操作

タグを表示する．ただし，興味度が同じ場合はユーザ嗜好

DB登録の順とする．

(3)家電操作処理部

ユーザのタッチ操作によりタブレット端末から送信され

た番組情報を取得する（図 2 の 3-1）と，その中の番組開

始/終了日時から現在放送中か否かを判断し，放送中であれ

ば TVでの視聴を，未放送であれば HDDレコーダでの録

画予約をするようにリモコン信号を設定し送信する（図 2

の 3-2）．

4. プロトタイプシステムの開発

本章では，前章で提案したコンセプトの実現可能性を検

証するために開発したプロトタイプシステム（以降，「プロ

トタイプ」と呼ぶ）について述べる．

4.1 概要

プロトタイプでは，Webブラウザで見ているWebペー

ジに事前に登録した TV番組名があると下方向にずらして

家電操作タグを重畳表示し，それをタッチ操作するだけで

TVのチャンネル操作あるいは HDDレコーダの予約を実

行する，という動作を実現する．

4.2 システム構成

プロトタイプのシステム構成図を図 3 に示す．タブレッ

ト端末にはONKYO製タブレットPC TW317（CPU：Intel

Atom N450，ディスプレイ：マルチタッチ 11.6型ワイド液

晶，OS：Windows7 Home Premium，重量：1.0 kg）を利

用し，ブラウザとして FireFox 3.6.13を選択し，この上で

動作するタグレイヤアドオンを開発しインストールした．

任意の家電機器の操作には後述のRCプロキシを設置した．
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図 3 プロトタイプシステムの構成

Fig. 3 The structure of prototype system.

図 4 ユーザ嗜好 DB の一例

Fig. 4 A sample of users favorite DB for TV programs.

タブレット端末と RCプロキシはルータ内蔵の無線 LAN

（802.11b/g）により接続され，Bフレッツによりインター

ネットと接続する．また，操作対象機器として，Panasonic

製 TV TH-42PZ800，東芝製HDDレコーダ RD-BR600を

設置した．

ユーザ嗜好 DBと番組 DBについては，あらかじめタブ

レット端末に配置する．ユーザ嗜好 DB は，興味のある

TV番組名とその興味度を登録する（図 4）．興味度は初

期値として 0から 10までの 11段階で，それぞれの TV番

組名の興味の度合いを数値で設定する．一方，番組 DBに

は，TV番組名とその番組開始日時，番組終了日時，放送

局のチャンネル番号を登録する（図 5）．

以降では，家電操作タグと RCプロキシ，番組興味度の

更新について詳細を述べる．

4.2.1 家電操作タグ

家電操作タグは図 6 のようなボタンアイコンを用いる．

そして，それぞれの家電操作タグには，図 7 に示すような

HTTPの GETメソッドによりチャンネル番号や番組開始

日時などの情報を RCプロキシに送る URLをリンク情報

として設定する．

4.2.2 RCプロキシ

任意の家電機器のリモコン操作には，著者らが開発した

RCプロキシを採用する．本項ではこの RCプロキシにつ

図 5 番組 DB の一例

Fig. 5 A sample of TV programs DB.

図 6 家電操作タグ

Fig. 6 Remote Controller Tag (RC Tag).

図 7 家電操作タグに設定するリンク情報（例）

Fig. 7 A sample of RC Tag’s link.

図 8 RC プロキシの外観・設置図

Fig. 8 The overview of “RC Proxy”.

いて，タグレイヤ重畳方式を実現するのに必要となる機能

を説明する．

プロトタイプでは，図 8 に示すシーリングライト内蔵

タイプの RCプロキシを採用した．赤外線には指向性があ

るため，部屋にある複数の家電機器に確実に伝達できるよ

うに見通しの良い天井に設置することを考え，既存のシー

リングライトに機能を内蔵したタイプを用いる．このタイ

プは，赤外線送出のモジュールを 8方向に向けて備えてお

り，部屋の中にある家電を 1台の RCプロキシで制御でき

るようにしている．
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図 9 TV 番組表でのプロトタイプの実行例

Fig. 9 Sample of execution of prototype system on TV pro-

gram guide.

またこのタイプの RCプロキシは，送出するリモコン信

号のデータ列を受け付けて赤外線信号を送出する仕様であ

るため，リモコン信号のデータ列ではなく番組情報を取得

し，現在放送中か否かを判断できるように改造を行った．

具体的には，家電機器のメーカと機種をユーザに選択させ，

それを基に放送局のチャンネル番号とリモコン信号の組を

リモコン信号管理サーバから取得しリモコン信号 DBに登

録する機能と，タブレット端末からの番組情報を取得しそ

の内容に応じて TVか HDDレコーダかを判断してリモコ

ン信号を送出する機能を追加した．

4.2.3 家電操作タグの操作履歴を用いた番組興味度の更新

家電操作タグをタッチ操作された TV番組は，ユーザが

意図的に視聴や録画の操作を行おうとしており，他の TV

番組に比べて興味の度合いが高いといえる．そこで，家電

操作タグがタッチ操作されるたびに，その TV番組名の興

味度を +1するようにユーザ嗜好 DBを更新する．これに

より，タッチ操作される回数が多くなると興味の度合いが

次第に高くなり，結果としてタッチ操作回数が多く興味の

度合いの高い家電操作タグが優先的に表示され，ユーザの

使い勝手が向上する．

4.3 プロトタイプの動作確認

上記に述べたプロトタイプを使って実際のWebページ

にアクセスし，提案方式であるタグレイヤ重畳表示を実行

した．

図 9 はある TV番組表，図 10 はあるニュースサイトの

Webページを閲覧中にプロトタイプの家電操作タグ表示

を実行した際のブラウザの表示である．登録した TV番組

名の下に図 6 の家電操作タグが表示されている．家電操作

タグの同時表示数を 5つに設定したため，それぞれ 5つま

での表示になっている．家電操作タグは，瞬間的に表示す

るのではなく，上から降ってくるような動きを入れている

図 10 ニュース記事でのプロトタイプの実行例

Fig. 10 Sample of execution of prototype system on news.

ため視覚的に把握しやすい．これらの家電操作タグを使っ

て，実際に TVのチャンネル切替えの操作が可能であるこ

とを確認した．

家電操作タグが TV番組名の真上にかぶさらないように

配慮して下に配置したが，TV番組名とやや離れてしまっ

たものもあり，配置する位置に関しては調整が必要である．

また図 10 では，同じ TV番組名にそれぞれ家電操作タグ

が表示されている．いずれも操作の内容は同じであり，同

じ家電操作タグを複数表示する必要性について検討し，た

とえば最初の家電操作タグを 1つだけ表示する，といった

処理を検討すべきと考える．

5. プロトタイプを使った実験

前章で述べたプロトタイプにより，提案するタグレイヤ

重畳方式が実現可能であることを示した．本章では，この

プロトタイプを用いて行った操作時間に関する評価実験に

ついて述べる．

(1)実験計画

（ア）目的

本研究の目的は，1章および 2章で述べたように，ユー

ザの操作負担を軽減することである．そしてその第 1の要

因は，現在表示しているWebページの閲覧をいったん止

め，機器の操作を完了するまでに時間を要することである

と考えた．そこで本論文では，家電操作タグによる録画予

約が従来の操作と比べて，時間短縮の効果があることを確

認する．

（イ）実施概要

Webページからの従来方式による TV番組の録画予約操

作と，提案する家電操作タグ方式による操作の時間を計測

し，その時間を比較評価する．実験環境は前章で述べたプ

ロトタイプを使用する．被験者は 10名（研究所に勤務する

20代～30代の男女）とした．実験で予約してもらう TV

番組は，被験者全員同一とし，実際に存在する 5つ {CSI，
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図 11 実験に利用した番組予約のためのWeb サイト

Fig. 11 The web sites for reservation of TV programs used for

experiment.

みんなの体操，ひるおび，3分クッキング，徹子の部屋 }
を選択した．

またシステムの事前準備として，家電操作タグが振られ

るようにこれらのTV番組 5件と，これらとは別の 95件の

計 100件の TV番組名を番組名ファイルに登録しておく．

実験でアクセスするWebページは，従来方法として機器

専用の番組予約サイト，提案方式として上記 5つの TV番

組名がそれぞれWebページに含まれる 5つのWebサイト

の計 6サイト（図 11）とし，あらかじめブラウザのブッ

クマークに登録しておく．

（ウ）タスク

予約する TV番組名を 1つずつ指定し，以下の 2通りの

方法で予約を行ってもらう．

1© 従来方式のタスク

被験者は，予約する TV番組名を指示されたら，ブック

マークから番組予約サイトにアクセスし，番組名のキー

ワードを入力し，検索された結果の中から指定された TV

番組の予約実行のボタンを押して予約を完了する．計測す

る時間は，ブックマークの番組予約サイトを選択した時点

から，検索結果の予約実行のボタンを押すまでとする．

2© 提案方式のタスク

被験者は，予約する TV番組名を指示されたら，ブック

マークから番組名に対応するWebサイトにアクセスし，そ

のページの中にある家電操作タグを表示し，ボタンを押し

て予約を完了する．計測する時間は，ブックマークのWeb

サイトを選択した時点から，家電操作タグのボタンを押す

までとする．

(2)結果

予約した番組名ごとに，予約に要した時間を比較したグ

ラフを図 12 に示す．

図 12 実験結果

Fig. 12 Result of experiment.

提案方式の方が，3.4～8.7倍早く予約を完了することが

できた．また，提案方式では分散が小さく比較的一定であ

るのに対し，従来方式では分散が大きくなっている．

(3)考察

従来方式で分散が大きくなった原因は，番組予約サイト

で番組名を入力するのに時間を要してしまったためと考え

られる．「CSI」以外は番組名の長さに関連が見受けられ

る．一方「CSI」はアルファベット入力に切り替える操作

に時間を要したのではないかと考えられる．

提案方式では，100件の番組名が登録された番組名ファ

イルを取得し，Webページ内の検索，タグの付与といった

一連の処理を行っているが，従来方式よりも高速に安定し

て予約を完了することができるといえる．

また，今回の実験では時間短縮の効果に着目し考察を

行ったが，ホームネットワークシステムの先行研究 [9]で

行われている評価方法を参考に，別な観点からも提案方式

の有用性を評価する予定である．具体的には，制限時間内

に完了したタスク項目の割合や各タスクにおけるエラーの

回数によりサービスの有効性を，また従来手法と比較した

場合の提案手法の満足度を 4段階で回答するアンケートに

よりユーザの満足度を，それぞれ評価尺度として採用し，

定量的・定性的な観点から評価を行う．

6. まとめ

本論文では，任意のWebページを閲覧中に気になった

番組を見つけ，その状況からすぐに TV視聴や録画予約を

行うことが可能な家電操作方式を提案した．プロトタイプ

を使った実験において実現可能性を示し，従来方式よりも

早く操作を実行できることを確認した．これはユーザに負

担をかけないことにつながる．

今後は，提案方式の番組への気づきに関する評価実験や

フィールド実験を行い，一般ユーザによる有効性評価を実

施する予定である．また，今回はTV番組名に着目し，キー

ワードマッチングによる家電操作タグの重畳表示を行った
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が，Webページ内の記事内容を把握する手段を導入し，適

用範囲の拡大を図る予定である．
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